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こころの健康を守り推進する基本法（仮称）の地方議会での 

「意見書」採択の動きが加速しています 
これまでの「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の制定を求める１００万人署名活動では格別なご尽力を頂き、誠にあ

りがとうございました。署名活動を通し広く国民の理解を得ることができ、皆様のお力で、全国で約４５万筆を超える署名が集まり

ました。その結果、ついに１２月１日には法制化を目指して「こころの健康推進議員連盟」が発足したことは皆様ご存じのとおりで

す。これは皆様と力を合わせて進めてきた署名活動の成果であります。 
この法制化の流れを確実にし、また加速する動きとして、皆様お住まいの地方議会から国会や政府に対し「こころの健康を守

り推進する基本法」の法制化を求める「意見書」の採択も重要な取り組みとなって来ています。 
現在各地域でこの動きが急速に高まっており、まず東京都調布市議会、兵庫県芦屋市議会で始まり、現在まで意見書採択さ

れた地方議会は全国で１４地域です。活動地域の全議会でも是非この２月、３月議会での意見書採択を実現させたいと願ってい

ます。そこで皆様に地域での陳情活動をお願いする次第です。 
（「こころの健康政策構想実現会議」では、全国で２００議会以上の意見書採択を目指しています。） 

今号では、１２月に採択された中で、東京都杉並区議会および東京都西多摩郡日の出町議会の例をご紹介いたします。 

１． 東京都杉並区議会での意見書採択まで（請願で出した例） 
東京都調布市で陳情を出したのがいち早く採択され意見書が国に出されたことを知らされ、それが運動に大きな勇気を与

えました。更にその際に出来た陳情書がひな型として存在することが杉並区での活動開始の準備の手間を省くことが出来て

気持ちを軽くしてくれました。 
さて、出すことにしたもののまずは、陳情と請願のどちらにするかが問題に。迷った末、杉並区はこの数年、福祉手当の要

望で議員たちとの接触が継続している点、またその度に構想会議の活動経過を報告している会派、議員も何名かいることも

加味し、結局「請願」にすることに決定。次期区議会開催日等をネットで調べ、“年内に採択を！”と目標を立ててみたら時間に

余裕の無いことが急に気になり出しました。「すぐ行動に移るべし！」と、ここで有志５名での請願提出の決定となりました（１０

月初旬）。 
ひな型に数箇所手を入れて仕上がった請願書を持ち有志全員で区議会事務局に出向き、そこの職員から請願をする場合

のポイント、注意点を聞き、本会議と常任委員会(保健福祉委員会)の予定開催日も再確認。各会派の幹事長への請願署名

をいつまでと約束すべきか！の期日がこの時点で決まり、その足で順番に各会派議員控え室への訪問となりました。（この日

は９月～１０月の区議会終了の日で議員はほぼ全員が控え室にいたことは予想が当たり、一日で全会派を回ることができた

のは幸運！）提言書や全国一斉街頭署名運動のチラシなども請願書と共に渡しながら紹介議員になっていただけるように説

明とお願いをし、また次の議会の始まる前（１１月初旬）までに！ご検討くださいと全員で会派を回ったのですから、区議会控

え室周辺はその２、３時間、いつもの静けさが破られた、の感がありました。会派によっては１５分間ほど話し合いの席を設け

てこころの健康に関する身近な出来事を自ら話してくれたり、議員控え室で昼食後の議員たちと歓談ができたり、即座に「是

非とも実現してほしいですね」とその場で署名してくれる議員がいたり皆さんが前向きに受けとめてくださっていることを強く感

じました。皆で「これだったら大丈夫いけるのではないか？」の感覚を持って笑顔で区役所を去ることが出来ました。 
１１月に入ってすぐ各会派の幹事長に電話連絡をして署名をいただける日を予め伺い、２日かけて１１会派のうち９会派の

議員から署名簿をもらうことが出来、事務局に請願提出者５人全員が自筆サインか捺印をして請願書の受理をしてもらえまし

た（２会派は残念ながら連絡が取れないまま時間切れ）。この際に保健福祉委員長にも会いこの度の請願提出完了のことを

伝え、また区長室と区役所障害者施策課長にも請願書一式を私たちの運動の報告のために届けました。 
「あとは福祉委員会の開催される日(１１月２８日)に傍聴に行き、採択の可否を見届けることでこの度の請願の一連の作業

は終りね」と皆で話しながら保健福祉委員会を２日後に控えた週末。少し時間差があって二人の違う会派の議員から「保健福

祉委員会のときに補足説明をするように当日朝一番に議会事務局に出向き、その手続きをしてから委員会傍聴席に入るよう

に」と電話が入ったのでした。 
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傍聴に行くだけでは済まされない、「今回の請願が当日関わる議員以外の議員はじめ理事たちにも単に採択されることだ

けでなく理解され認識してもらう意味でも補足説明が必要」とはっきり言われたことを考え、提言書や構想実現会議のこれまで

の資料や推進ニュースを何回も読み直し、配布したほうが良いものは必要分をコピーしたり・・・とにわかに慌しい心騒ぐ保健

福祉委員会前日となったのでした。 
保健福祉委員会当日、議会事務局に補足説明の依頼を済ませ、傍聴席につき、この日の審議の開始後、議案の順番が来

るまで心臓の鼓動の大きかった２時間半。いよいよ「こころの健康を守り推進する基本法の法制化を求める意見書の提出に

関する請願」について、の時が到来。補足説明があることが委員長から述べられ、その後警備委員が準備した前の席に移動

した私たちは許可を得た資料を配布、その後質問が３、４人の議員から出され極度の緊張の中必死の思いで答えました。 
記憶に残る質問事項は「こころの健康政策構想実現会議はいつから、どのような人々で始まったものですか？」、「署名運

動はどのように進められているのですか？」、「現在どの位集まっているのですか？」、「この基本法が制定されたら国民にとっ

てどんな利点がもたらされると考えられますか？」等。議員の質問が発展して保健所長に対する質問になる場面も含まれて時

間は３０分ほどかかり、途中昼休みが入り、午後は再開後間もなく全委員の賛成で採択が決定しました。 
１２月初旬本議会最終日、ここでも全員起立の満場一致で採択されこれで正式に採択が決定となりました。その後間もなく

区議会議長名で「請願の審議結果について(通知)」が、国に出された意見書（参考）と共に郵送されてきました。 
嬉しかったことは、新年の新聞の挟まれた多くの中から、区報新年号が出てきて、そこにこの意見書がそのまま掲載されて

いたことでした。 
区議会に出向き始めた４、５年前とはこころの健康に関しての一般の人々の関心度が大きく変化していることをひしひしと

感じさせられたこの度の請願活動でした。 
是非とも多くの地方自治体から意見書が届き国民が必要としている「こころの健康を守り推進する基本法(仮称)」の法制化が

実現するように、皆さんも健闘なさってください。 
尚、請願書の内容は 陳情で出した日の出町とほとんど同じです。“請願”で異なるのは、紹介議員の署名（人数は１人でも

可）が事務局に請願提出の際に添えられていることが必須な点と、採択までは必要な事項で常に提出者に質問など問い合わ

せが来ること等です。 
 
２． 東京都日の出町議会（陳情で出した例） 

東京都の西部に位置し２町１村の西多摩郡の一地域で、人口約１６、０００人の小さな町の議会です。この地域は少子化、

高齢化、過疎化に悩まされている地域であり、なかなか「こころの健康問題」まで行政の手当が回らない印象を持っていました。 
しかし陳情書が採択されるかどうかはさておいて、この機会に“こころの健康の現状とその問題”をまずは議員の皆様に理

解していただくまたとない機会と捉え、地域家族会名で議会に陳情することにしました。しかし、陳情書の出し方は概念的に理

解していたつもりでしたが、詳細手順は分かりませんでした。まずは１１月２４日午前中、議会事務局で請願書または陳情書

のどちらが良いか、また出し方などを質問したところ、当議会の手続きとしてはどちらでも同じとのことでした。ここで初めて常

任委員会の日程をお聞きしたところ、１１月２８日であることを知り、早急に提出しなければと急いて帰宅し、陳情書作成に取り

掛かりました。      
結果として陳情者は家族会名で、調布市議会の例を基に作成し、紹介議員なしの陳情書として事務局で２４日の午後に提

出し受領してもらいました。次に福祉問題を審議する財務厚生常任委員会の委員長および本議会議長に面会をお願いしまし

た。意見書採択の陳情理由を説明しその採択をお願いしました。常任委員会の各議員の方々にも陳情書および関係資料を

送り、併せて行政の窓口である障害福祉担当課長にも同じような説明を行いました。課長は常任委員会でこの陳情の意義お

よび行政の立場からの意見などの説明を求められるとのことで、打ち合わせを数回行いました。 
議会の動きとしては、常任委員会で採択するかどうか審査されました。もちろんこの常任委員会を傍聴し、各議員の発言内

容など拝聴したものです。この町はなかなか「こころの健康までは手が回らない」と思い込んでいたのでが、意に反して各議員

の発言から「こころの健康問題」で対応に困り、助けを求めている当事者、家族の状況を知っている議員が多いことが分かり、

やはり「こころの健康問題」は国民全体の問題であり、この小さな町でも問題となっている事を確認することができました。この

ような背景があり、この常任委員会の審査結果は満場一致で採択が決まりました（１１月２８日）。次に本会議での審議になり

（１２月１５日）、これも傍聴しました。本会議では常任委員長からこの陳情書の内容・経過および審査結果を含む提案理由が

説明されました。お陰様でこの本会議でも満場一致で採択が決定されました。傍聴席から議場向かって軽く一礼し議員の皆

様に感謝の意を表しました。 
   今思うに、陳情書を提出してよかったとの一言です。わが町でも少子化、高齢化、過疎化の問題に加え、「こころの健康問

題」の対策に向け動くきっかけとなったことを実感したからです。 

参考資料：（以下の資料は「こころの健康政策構想実現会議」のウェブサイト http://www.cocoroseisaku.org/ で閲覧でき、 
 またダウンロードも可能です。） 

１） １００万人署名推進ニュース ２０１１年１１月１９日 増刊第８号 （意見書のひな型、提出の手引きを紹介） 
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各地方議会で採択された意見書内容（国会・政府に送付されたものと同文です）を紹介いたします。 
１） 杉並区議会で採択された意見書

 
２） 日の出町議会で採択された意見書 

 
                                    


